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議
会
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員

 

研
修
会

　

７
月
14
日
、
秩
父
別
町
フ
ァ
ミ

リ
ー
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
、
管
内
14
町
の
議
員
が
一
堂
に

会
し
空
知
町
村
議
会
議
員
研
修
会

が
３
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
た
。

　

研
修
会
の
講
師
と
し
て
、（
株
）

北
海
道
二
十
一
世
紀
総
合
研
究
所

調
査
部
特
任
審
議
役　

木
本
晃
氏

を
招
き
、「
ま
ち
が
素
敵
に
な
る

し
か
け
」
と
題
し
て
講
演
さ
れ

た
。
出
生
率
が
上
が
っ
て
も
、
人

口
が
減
っ
て
い
く
の
は
止
め
ら
れ

な
い
。
札
幌
一
極
集
中
も
止
め
る

こ
と
は
で
き
な
い
。
地
方
は
札
幌

の
力
を
削
ぐ
の
で
は
な
く
、
い
か

に
し
て
札
幌
の
力
を
借
り
る
仕
組

み
を
作
る
か
が
大
切
で
あ
る
。
例

え
ば
、
新
幹
線
が
札
幌
延
伸
に
な

っ
た
と
し
て
、
観
光
客
の
最
終
目

的
地
は
札
幌
で
は
な
く
、
札
幌
経

由
で
各
地
方
に
向
か
う
こ
と
と
な

る
。
地
方
は
そ
の
た
め
の
準
備
を

す
る
必
要
が
あ
る
。

　
　

（
広
報
特
別
委
員
会　

中
村
）

　

７
月
20
日
、
妹
背
牛
町
民
会
館

に
お
い
て
、
北
空
知
１
市
４
町
の

議
員
が
一
堂
に
会
し
て
３
年
ぶ
り

に
開
催
さ
れ
、
本
町
か
ら
８
名
の

議
員
が
参
加
し
た
。

　

研
修
会
の
講
師
と
し
て
、
上
川

大
雪
酒
造
株
式
会
社　

代
表
取

締
役
社
長 

塚
原
敏
夫
氏
を
招
き
、

「
地
方
活
性
化
の
取
り
組
み　

上

川
町
モ
デ
ル
と
は
」
と
題
し
て
講

演
さ
れ
た
。
酒
蔵
を
作
る
こ
と
に

よ
っ
て
町
お
こ
し
が
出
来
る
も
の

で
は
な
く
、
い
か
に
活
用
す
る
か

が
重
要
で
あ
る
。
上
川
町
で
は
、

酒
蔵
が
出
来
た
こ
と
に
よ
り
、
宿

泊
施
設
を
再
興
し
、
チ
ー
ズ
工
房

を
建
設
し
た
。
今
後
は
、
上
川
高

校
の
存
続
に
向
け
小
樽
商
科
大
学

の
サ
テ
ラ
イ
ト
を
誘
致
す
る
こ
と

と
な
っ
て
い
る
。

　

地
方
の
活
性
化
に
は
様
々
な
も

の
を
関
連
付
け
て
い
く
必
要
が
あ

る
こ
と
を
学
ん
だ
。

　
　

（
広
報
特
別
委
員
会　

中
村
）

　

７
月
６
日
に
北
海
道
議
長
会
主

催
に
よ
る
町
村
議
会
議
員
研
修
が

札
幌
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

で
開
催
さ
れ
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
開

催
で
あ
り
、
道
町
村
を
二
部
に
分

け
て
の
開
催
と
な
っ
た
。

　

講
師
は
政
治
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

の
泉
宏
氏
。「
参
院
選
最
終
情
勢

分
析
と
選
挙
後
の
政
局
展
望
」
と

題
し
て
講
演
を
受
け
た
。

　

参
院
選
が
４
日
後
に
迫
る
中
で

泉
氏
の
予
想
は
、「
与
党
に
負
け

る
要
素
は
ほ
と
ん
ど
な
く
岸
田
総

理
一
強
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
今
後

の
岸
田
総
理
に
と
っ
て
厳
し
い
２

年
間
に
な
る
だ
ろ
う
。」

　

そ
の
根
拠
に
過
去
の
選
挙
結
果

を
交
え
た
裏
話
や
前
回
の
自
民
党

総
裁
選
の
裏
話
等
々
報
道
さ
れ
て

い
な
い
話
も
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
、

大
変
有
意
義
な
講
演
で
あ
っ
た
。

　
　

（
広
報
特
別
委
員
会　

小
松
）

北
空
知
議
会
議
長
連
絡

協
議
会
研
修
会

泉 宏 氏

木本 晃 氏

 

空
知
町
村
議
会
議
員

 

研
修
会

定
例
会
を
傍
聴
し
ま
せ
ん
か

第
３
回
定
例
会(

会
期
９
月
14
日
～
16
日)

※
傍
聴
す
る
際
は
マ
ス
ク
等
の
着
用
を
お
願
い
し
ま
す
。
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総
務
産
業
常
任
委
員
会

道
外
視
察
（
７
月
11
～
13
日
）

７
月
11
日

広
島
県
広
島
市
の「
原
爆
ド
ー
ム
・

平
和
記
念
公
園
・
平
和
記
念
資
料

館
」
を
視
察
。
原
爆
被
災
地
の
当

時
の
悲
惨
な
状
況
を
知
り
、
平
和

の
重
要
性
を
実
感
。

７
月
12
日

　

四
国
ま
で
瀬
戸
内
海
を
７
つ
の

橋
で
結
ぶ
「
し
ま
な
み
海
道
」
を

通
り
、
高
知
県
今
治
市
「
タ
オ
ル

美
術
館
」
を
視
察
。
午
後
よ
り
本

町
と
同
様
、
ひ
ま
わ
り
に
よ
る
町

お
こ
し
を
行
っ
て
い
る
香
川
県
ま

ん
の
う
町
を
訪
問
。

　

ひ
ま
わ
り
栽
培
圃
場
や
ひ
ま
わ

り
油
の
精
製
施
設
の
視
察
。
ま
ん

の
う
町
町
長
や
議
員
、
関
係
団
体

代
表
、
担
当
職
員
等
と
現
状
に
つ

い
て
懇
談
。

　

８
月
６
・
７
日
に
本
町
で
行
わ

れ
る
「
第
４
回
全
国
ひ
ま
わ
り
オ

イ
ル
サ
ミ
ッ
ト
」
参
加
の
為
、
来

町
さ
れ
る
。

７
月
13
日

　

瀬
戸
大
橋
を
通
り
、
国
宝
で
あ

り
ユ
ネ
ス
コ
世
界
文
化
遺
産
に
も

指
定
さ
れ
て
い
る
兵
庫
県
姫
路
市

「
姫
路
城
」
を
視
察
。

　

別
名
「
シ
ラ
サ
ギ
城
」
と
も
呼

ば
れ
る
天
守
閣
内
部
か
ら
上
層
階

ま
で
を
順
次
見
学
し
、
そ
の
精
巧

さ
に
圧
倒
さ
れ
た
。
そ
の
後
帰
省
。

　
　

（
広
報
特
別
委
員
会　

北
島
）

【
８
月
】

１
日
…
総
務
産
業
常
任
委
員
会
・
全

員
協
議
会

６
～
７
日
…
第
４
回
ひ
ま
わ
り
オ

イ
ル
サ
ミ
ッ
ト

８
日
…
ラ
ジ
オ
体
操
・
み
ん
な
の

体
操
会

18
日
…
第
８
回
北
空
知
Ｊ
Ｒ
留
萌

本
線
問
題
検
討
会
議

19
日
…
北
竜
盆
踊
り
大
会

22
日
…
例
月
出
納
検
査
（
監
査
委

員
）

23
日
…
総
務
産
業
常
任
委
員
会

23
～
26
日
…
令
和
３
年
度
北
竜
町

各
会
計
決
算
審
査
（
監
査
委
員
）

30
日
…
空
知
町
村
議
長
会
第
３
回

役
員
会

【
９
月
】

３
日
…
開
町
１
３
０
年
記
念
式

６
日
…
北
竜
町
敬
老
会

７
日
…
議
会
運
営
委
員
会

９
日
…
真
龍
神
社
秋
季
例
大
祭
、

美
葉
牛
神
社
秋
季
例
大
祭

10
日
…
鈴
木
直
道
政
経
セ
ミ
ナ
ー

14
～
16
日
…
第
３
回
北
竜
町
議
会

定
例
会

下
旬
…
例
月
出
納
検
査
（
監
査
委

員
）

　

２
０
２
０
年
２
月
に
国
内
感

染
が
確
認
さ
れ
て
か
ら
猛
威
を

振
る
い
続
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
。　

　

議
員
任
期
４
年
間
の
内
、
通

常
の
活
動
が
で
き
て
い
た
の
は

最
初
の
１
年
間
だ
け
で
、
あ
と

の
２
年
間
は
規
制
が
多
く
活
動

は
し
て
い
た
が
不
自
由
な
状
態
。

　

最
終
年
度
の
現
在
は
、
自
主

的
な
感
染
予
防
を
し
た
上
で
行

動
制
限
等
は
無
く
な
っ
た
が
、

感
染
リ
ス
ク
は
今
ま
で
以
上
に

高
く
な
っ
た
。
無
症
状
や
軽
症

者
が
ほ
と
ん
ど
だ
が
、
重
症
化

や
後
遺
症
に
悩
ん
で
い
る
人
も

現
実
に
い
る
。
自
分
も
い
つ
か

は
感
染
す
る
と
思
う
が
、
そ
れ

を
周
り
の
人
達
に
う
つ
し
た
く

な
い
と
思
う
。

　

皆
も
そ
う
思
っ
て
い
る
だ
ろ

う
が
、
今
ま
で
の
う
っ
憤
を
晴

ら
す
か
の
よ
う
に
、
連
日
観
光

地
や
繁
華
街
に
は
人
が
溢
れ
、

予
防
対
策
も
限
界
に
き
て
い
る

気
が
す
る
。

　

人
の
動
き
を
制
限
す
れ
ば
経

済
に
多
大
な
損
失
を
与
え
か
ね

な
い
の
は
過
去
の
状
況
か
ら
理

解
で
き
る
。
だ
が
、
も
う
少
し

な
だ
ら
か
な
動
き
に
で
き
な
い

も
の
だ
ろ
う
か
。

　

ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
と
言
い
な
が

ら
変
異
を
繰
り
返
し
な
が
ら
感

染
力
を
強
化
す
る
こ
の
ウ
イ
ル

ス
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
同
様

に
扱
お
う
と
い
う
動
き
に
不
安

を
感
じ
る
。

　

私
の
勝
手
な
解
釈
で
８
か
月

に
１
回
、
４
年
間
掲
載
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
議
員
コ
ラ
ム
で
し

た
が
、
私
の
番
は
こ
れ
で
最
後

と
な
り
ま
す
。
稚
拙(

ち
せ
つ)

な
内
容
に
お
付
き
合
い
下
さ
っ

た
皆
さ
ん
、
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。（
北
島
勝
美
）

香川県まんのう町を訪問


